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□
個
の
あ
い
き
つ

鰻け
ヽ

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え

て

昨
年
春
か
ら
地
球
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
は
各
方
面

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
山
村
部
の
当
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
で
も
無
関
係
で
は
な
く
主
力
産
業
の
観
光
や
高
齢
者
福
祉

な
ど
で
の
大
幅
な
受
注
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
屋
外
作
業
の
大
口

受
注
な
ど
に
よ
り
前
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
か
ら
の
人
手
不
足
の
顕
在
化
、
非
農
耕
地
等
の
増

加
な
ど
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
越
し
て
も
屋
外
作
業
を
中
心
に

今
後
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
増
大
し
．
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
も
元
気
で
就
業
す
る
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の

雇
用
の
確
保
が
義
務
化
さ
れ
、
七
十
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
が
努
力

化
さ
れ
て
、
シ
ル
バ
ー
ヘ
加
入
さ
れ
る
方
も
七
十
歳
台
が
主
流
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
歳
を
重
ね
て
も
就
業
で
き
る
環
境
を
構
築
し

て
多
く
の
方
に
会
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
ロ
コ
ミ
で
新
た
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

方
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
再
任
い
た

だ
き
引
き
続
き
理
事
長
を
務
め
さ
せ
て

．

一　
　
　
ダ

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
　
　
　
　
　
―
（′
一亀
Ｆ
，

退
任
さ
れ
た
役
員
さ
ん
に
は
任
期
の
　
　
　
・
■
・
レ
一
翔
ン一”一一畿
財

長
短
は
あ
り
ま
す
が
大
変
こ
苦
労
様
　
　
　
　
　
・
　

●

ヾ
１

で
し
た
。
公
益
法
人
と
し
て
地
域
と

と
も
に
発
展
し
て
い
く
組
織
と
し
て

役
職
員
及
び
会
員
各
位
の
こ
奮
闘
を

切
に
お
願
い
し
て
あ
い
さ

つ
と
い
た

し
ま
す
。

理
事
長
　
原
　
　
　
英
　
行
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令
和
三
年
度
の
定
時
総
会
は
、
五
月
二
十
八
日
０
に
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
阿
智
支

所
三
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
今
年
度
も
委
任
状
に
よ
る
議
決

権
の
行
使
を
推
奨
し
役
員

・
互
助
会
幹
事
を
中
心
に
二
十
三
名
の
出
席

（委
任
状

出
席
百
十
九
名
）
に
よ
り
．
手
指
の
消
圭Ｔ

マ
ス
ク
着
用

麦
口
机
に

一
人
と
す
る

な
ど
感
染
防
止
に
努
め
、
短
時
間
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
議
長
に
は
阿
智
村
の
倉
田
博
文
さ
ん
が
就
任

し
．
令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支
決
算
報
告
の

承
認
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
．
令
和
三
年
度
の
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
の
報
告
．
定
款
の

一
部
改
正
が
上

程
さ
れ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
十
七
名
が
選

任
（新
任
五
名
）さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
等
で
は
、
年
度
末
の
会
員
数
は

一
六
五
名

で
昨
年
度
末
に
比
べ
四
名
減
少
、
団
塊
の
世
代
の
多
く

が
雇
用
等
か
ら
引
退
し
て
い
る
中
で
、

「会
員

一
人

一

会
員
入
会
」
を
お
願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は
十
七
名
．

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
が
二
十

一
名
と
多
く
い

た
。
今
後
は
新
た
な
会
員
の
拡
大
と
併
せ
、
高
齢
で
も

就
業
で
き
る
体
制
作
り
と
会
員
の
退
会
抑
止
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

契
約
状
況
に
つ
い
て
は
．
県
下
の
多
く
の
セ
ン
タ
ー

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
契
約
額
が
減
少
す

る
中
．
当
セ
ン
タ
ー
は
花
桃
な
ど
の
観
光
関
連
、
お
た

っ
し
ゃ
か
い
事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
体
業

・
体
止

で
仕
事
の
半
減
も
あ
り
ま
し
た
が
．
個
人
や
公
共
か
ら

の
契
約
を
頂
き
、
受
託

・
派
遣
の
就
業
延
べ
日
数
は
九

千
五
十
四
日
（前
年
度
比
ｏ
ヽ
ヽ
Ｒ
）
で
し
た
が
．
契
約

一お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
一

一　
　
●
●
３
年
夏
表
彰
一

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
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一

令和3年度
定時総会開催される第十一

人材t

定
の
永
年
会
員
の
表
彰
式
　
“

額
は
五
千
九
十
三
万
円

（同

一
一ｏ
ｕ
ω
Ｓ
）と
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
う
予

は
行
わ
ず
、
表
彰
者
十
四

名
の
紹
介
が
さ
れ
表
彰

状

・
記
念
品
は
個
別
に
お

配
り
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
総
会
終
了

永
年
会
員
表
彰

原
田
　
一県
吉
　
阿
咎
村
駒
場

熊
谷
　
千
穂
　
阿
筈
村
智
里

熊
谷
　
美
恵
　
阿
智
村
智
里

石
原
　
朝
子
　
阿
菖
村
告
里

牛
嶋
　
幸
子
　
阿
智
村
智
里

三
浦
　
智
志
　
根
羽
村

石
原
　
安
富
　
根
羽
村

古
田
二
三
夫
　
阿
智
村
伍
和

石
原
　
久
栄
　
根
羽
村

原
　
　
一
〓
二
　
阿
智
村
駒
場

石
原
　
清
士
心
　
根
羽
村

佐
々
木
末
代
　
平
谷
村

熊
谷
は
る
み
　
平
谷
村

林
一　
　
憲
子
　
阿
咎
村
春
日

（会
員
と
し
て
十
年
以
上
在
籍
、
事
業

活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
方
）

公■よiま天下,即西郡シ

一一

後
に
行
わ
れ
た
講
演
会
等
も
今
回
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

会
員
表
彰
規
程
に
よ
り
、
今
回
十

四
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

■
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安 渋
藤 谷

治 初
良 州

理
事
長原

副
理
事
長
佐
藤

専
務
理
事
高
坂

理
　
事内
田
下
島
上
原
水
上
熊
谷
川
上
櫻
丼
坂
巻
石
原
松
下
石
原
鈴
木

監
　
事

阿
智
村
春
日
（再
）

阿
智
村
駒
場
（再
）

阿
智
村
伍
和
（新
）

阿
智
村
智
里
（再
）

阿
智
村
智
里
（再
）

阿
智
村
浪
合
（新
）

阿
智
村
清
内
路
（新
）

根
羽
村
（再
）

根
羽
村
（新
）

根
羽
村
（再
）

根
羽
村
（再
）

根
羽
村
（再
）

阿
智
村
駒
（再
）

根
羽
村
（新
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
志
す

勝
喜
礼
子
正
勝賢

光
栄
友
吉
兵
司
紀
好
清
志
忠
正
啓
充
一
平

昭
三
　
平
谷
村
（再
）

（事
務
局
長
）

博
　
阿
智
村
駒
場
（再
）

英
行
　
阿
智
村
春
日
（再
）

一４
ヽ
ヽ

■ ま

年
総
会
終

・し
た

一了
ま
で
）

敬
称
略

川上 友吉 (阿智村浪合)
この度.理事に選任されました浪合の川上です。

初めてのことですので皆様のこ協力をいただき

なから務めさせていただきます。主に仕事は草刈
り作業ですので.安全と健康には気を付けていま
魂

他の仕事もあれば少しでも地域の皆様に貢献で

上原 正勝 (阿智村伍和)

この度、理事に選任され安全推進部会に配属さ

れました阿智村伍和の上原です。退職後阿智村の

住民となり.翌年よリシルバー人材センターに入会
し早くも八年を過ぎました。

種々の就業を会員の皆様のこ指導で経験出来.

また各エリアの方々とお知り合いが出来、第二の

人生に大変役立つております。今後は会員の皆様きればと思います。

会員の皆様のこ指導とこ協力を

お願いします。

の「健康・安全就業」でいつまでも
働ける様に微力ですが努力して参り
ますのでよろしくお願いします。 繭

=4ツト

石原 清志 銀 羽村)
この度の役員改選で前任者より引・・ 継ぎ理事に

選任されました。根羽村の石原です。

今までシルバーで仕事をさせていただいていて
も組織の仕組みや役員の方々がどんな活動してい

るのか知りませんでした。分からない事ばかりな
ので.再任の役員の皆さんのこ指導を頂きながら

会員の皆様の連絡係として.皆様がセンターで楽
しく仕事が出来ますように広報活動
を進めて参りたいと思つています。

会員の皆様のこ指導こ協力をよ

ろしくお願いします。

があるだけでもありがたいと思え |

らしい。

あと何年動けるかわからないが.

少しでも生活の資金として頑張つて

みたい。よろしくお導きください。

役
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
指
導
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（敬
称
略
）

理
事丼
原
　
顕

（阿
智
村
伍
和

三
二
期
）

塩
澤
ヂ
文

（阿
智
村
浪
合

・
四
期
）

櫻
丼
茂
男

（阿
智
村
清
内
路

二
二
期
）

高
柳
紀

一
（根
羽
村

・
四
期
）

監
事佐
々
木
二
三
夫

（平
谷
村

上

期
）

安藤 治良 (根羽村)
このたび監事という大役を引き受けることになりま

した根羽村の安藤です。

この六月末に私も後期高齢者の仲間入りをさせて

いただくようになりました。

人生七十五年間で、多くの数字に携わるような経験

|よ少なく.監事が務まるか心配をしているところです。
幸いにも渋谷先輩とこ一緒ということですので、渋

-3-

谷様からこ指導を頂き方。がら、理事長

を始め理事の皆様方.会員の皆様方に
迷惑のかかることの無いよう頑張りた

いと思いますのでよろしくお願いしま

魂 嚇

櫻丼 兵司 徊 智村清内路)
子供の頃は五十過ぎれば年寄りで確実にジジイ

だった。もちろん今でも間違いなくおじいなんだけ

ど、人生の折り返しから何年も過ぎて.や りたい事
やなりたかった事は.ほ とんどできていなかった

事に気づく。

シルバーの仕事も.若い頃の収入の十分の一に

もならないけれど、人に言わせればこの年で仕事



令和 3年 8月 10日 下伊那西部シルバー便り 第27号

県
連
合
会
定
時
総
会
開
催

公
益
社
団
法
人
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
令
和
三
年
度
定

時
総
会
は
、
六
月
九
日
長
野
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
、

各
セ
ン
タ
ー

一
名
の
出
席
で
し
た
。
議

事
に
先
だ
ち
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
の
運
営
に
顕
著
な
貢
献
が
あ
っ

た
三
名
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
諏
訪
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
平
林
正
孝
理
事
長
が
就
任
し
、

定
款
の

一
部
改
正
、
令
和
二
年
度
の
事

業
・決
算
報
告
、
役
員
の
選
任
、
令
和
三

年
度
事
業
計
画
・予
算
の
議
案
が
審
議
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
理
事
・監
事
候
補

者
全
員
が
選
任
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の

原
理
事
長
は
南
信
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
は
酒
丼

登
（長
野
会
長
）
、

副
会
長
に
は
青

木
敏
和

（
松
本

地
域
会
長
）
、
専

務
理
事
に
は
宮

下
姜
］
人

（
連
合

会
）
の
各
氏
が

選
任
さ
れ
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。

あなたの力を地域のために!
表員募集中

っぎ=聾後、

^
ヘ

r∪ ｀

ヽ

〈

´

〈

イvヽ

D
会員数

事業寅積 (

職群別就業実績

派遣事業実績

会員数 (R3881) 男 111人 女 64人 計 165人

地区別会員 上中関 5 中関  12 駒場  21

伍和  20 智里東 13 曽里西 6 浪合 8

,青内路 7 平谷 16 根羽 57

表紙の写真 「平 谷 の大滝 」
長野県平谷村靭、柳川支流のフロヤ沢にかかる「平谷の

大滝」で、四季を通じて自然美豊かな村一番の滝です。

展望デッキが老朽化したため平谷村から当センターが受

注した新たな展望デッキがこのほど完成しました。
区 分 受話件数 鈍業人員 契約金額 (千m

公共事業 196 1.974 9.049

企業等 :30 4.343 25.439

家庭 642 1.845 11 548

独自事業 89 534

計 1.1,0 3261
`6.570

延 日人員 契約金額 (千円) 割合

118 800 1=%

46: 4.262 02%

704 3.995 :6%

5.267 33.456 716%

1 604 4.027 86%

19 00: 3.353 4.356

-4-
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~
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「
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~
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「
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安全就業全国統―スローガン (R2年からR4年度 )

令和 3年度からの安全・適正就業委員が決まりました。委員の方を中心に「危険ゼロ」をめざし
安全・適正就業に取り組んでまいります。

(H標〉

令和 3年度 県連合会
安全・適正就業対策推進の重点目標

“危険ゼロ"

1.安全ミーティングの完全実施
2.安全装備使用の徹底
3.健康診断受診及び健康体操の奨励
4.交通事故防止

役 職 氏   名

委員長 (理事) 鈴 木 平

副委員長 (理事) 上 原 正 勝

委 員 (会員) 橋 野 勇 三

委 員 (会員)

委 員 (事務局) 高 坂   博

安職就栞推進研修会
長野県シルバー人材センター連合会による安全就業推進研修会 (KY
活動指導者養成研修)が、県下 5ブロックに分かれて開催され、当セ
ンターでは6月 29日に駒ヶ根伊南SCで開催の研修会に安全推進部会
の上原正勝理事と坂巻紀好理事が参加しました。今回の研修内容は交
通危険予知訓練で、①事故防止に最適なKYTとは、②健康確認.0事
例によるKYT基礎4ラウンド法の進め方について、パワーポイントに
よる模擬演習が行われました。本来ですとKYTの進め方等について予め研修をして、その後参加者がグ
ループに分かれ実技演習を行うのですが、コロナ禍にあり密をさけて各センター2名の出席との事での実
技演習は行われませんでした。
今までの事故防止の対策は、発生した事故の原因を調査し類似事故の再発防止策を行うという手法が基
本でしたが、これからの安全就業対策は、自主的に就業場所や作業にひそむ「危険」を見つけ出し、事前
に的確な安全対策を講する方向になつてきています。

作業前にKYすべてを実施することは難しいかと思いますが、KY活動の手法を知つていただき、作業前
のフ分間ミーティングで会員の健康確認.現場や作業にひそむ危険を皆で共有し安全就業に努めていただ
きたいと思います。

当センターでは、令和 3年 6月から熱中症見舞金制度に加入しました。シルバーから依頼された作
業の就業中または移動中に「熱中症」になり、通院・入院した場合に「見舞金制度」の対象になりま

すので、事務局へ連絡をお願いします。

シルバーでの作業中の事故で一番多いのは.除草作業
中による飛び石等による損害賠償事故です。当センター

では2年に ]度くらいの飛び石による事故か発生してい
ます。今年度飛石事故防止のため.「草刈り用防護ネッ
ト」と刈り払い機取り付け用の「スーバーカルマー」を

購入しました。本所.平谷.根羽にそれぞIt配備しまし
たので.住宅周17].駐車場など飛び石事故の恐れのある
場所では.,舌用してください。
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令和 3年 8月 10日 下伊那西部シルバー便リ 第27号

SMS

令和3年 3月から会員の携帯電話にショートメッセージ(SMS)でセンターからのお知らせを一斉送信する
サービスを開始します。

Xいえ電は受信できません
■SMS受信可能な機器
・スマートフォン
・携帯電話 (ガラケイ)
■想定メッセージの内容
・お知らせ、緊急連絡、就業者募集、就業紹介
■発信元電話番号
センターからのメツセージは、下記の番号から届きます。
・NTmocomo、 au、 楽天モバイルをお使いの方 :050‐5491-4105
・Soibank、 Ylmobleをお使いの方 :242244

この番号をアドレス帳に「シルバー人材センター」とこ登録いただくと便利です。
上記番号は送信専用ですので、電話や返信を頂いても届きません。
メッセージ文末に「URLア ドレス」が記載されていましたら「URLア ドレス」をクリックしていた
だくことで、センターにて既読の確認が取れますのでご協力ください。(パケット通信料が発生します。)

◆テスト送信
サービスを開始するにあたり、シルバー会員にテストメールを送信しますのでご確認ください。

日 時  令和 3年 8月 20日 (a 午後 2時
※携帯電話の登録がまだの方は、番号を事務局へお知らせください。
※携帯電話の使い方が分からない方は、事務局で出来る範囲で教えますのでご連絡ください。
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七
月
六
日
に
会
員
互
助
会
に
よ
る
会
員
の

親
睦
と
健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
を
阿
智
村
の
わ
い
・
〓
①
一公
園
で
マ
レ
ツ

ト
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
梅
雨
で
傘
マ
ー
ク
の
毎
日
で
心
配

し
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
偶
然
に
も
雨
も
な

く
、
参
加
者
二
十

一
名
が
〓
Ｔ
四
人
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
和
気
あ
い
あ
い
の
中
．
二
十
七

ホ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
本
所
管
内
か
ら
十
七
名
．
根
羽

事
務
所
管
内
か
ら
四
名
で
し
た
。
第

一
位
は

ス
コ
ア
九
十
の
山
田
す
み
子
さ
ん
で
し
た
。

第
二
十
七
番
ホ
ー
ル
で
近
藤
重
衛
さ
ん
が
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
月
に
第
二
回
の
マ
レ
ツ
ト
Ｊ

ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
こ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
　
績

一
位

山
田
す
み
子
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）

ス
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九
〇

二
位

嘉
寺
　
耕
作
さ
ん

（清
内
路
）

ス
コ
ア

九
六

三
位

下
原
　
秀
男
さ
ん

（駒
場
）

（
二
年
十
二
月
か
ら
）

根
羽
村
　
　
　
十
二
月

根
羽
村
　
　
　
　
一
月
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村
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一
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一
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一二
月

阿
智
村
智
里
　
　
四
月
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月
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五
月

根
羽
村
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月
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五
月
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六
月
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村
　
　
　
　
六
月
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村
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ア
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携帯「ショートメッセ…ジ (SM9サ…ビス開始 :

よ
ろ
し
く
お
願
しヽ
し
ま
す

新
し
い
広
報
啓
発
部
に
な
り
初
め
て
の

シ
ル
バ
ー
便
り
が
発
行
で
き
ま
し
た
。
昨

年
来
の

一新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ

り
新
し
い
生
活
様
式
や
ら
で
何
か
と
大
変

で
す
が
、
体
調
管
理
と
安
全
に
十
分
気
を

付
け
元
気
で
就
業
し
ま
し
よ
う
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
シ
ル
バ
ー
使
り
の

発
行
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
が
．
皆
様
の

身
近
な
広
報
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
情
報
や
こ
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。　
　
　
広
報
啓
発
部
長
　
水
■
　
］員


